
事 例 発 表  

“ わ た し た ち ” と 図 書 館  ～ 図 書 館 応 援 団 の 活 動 報 告 ～  

 

発 表 団 体 ： ち え の 森 応 援 隊 （ 智 頭 町 ）  

岡田 美恵子 氏 

山本 博崇 氏 

日 野 町 図 書 館 友 の 会 （ 日 野 町 ）  

松 田  暢 子  氏  ※ オ ン ラ イ ン 参 加  

宮 田  明  氏   ※オ ン ラ イ ン 参 加  

江 府 町 図 書 館 友 の 会 （ 江 府 町 ）  

前 川  仁 三 夫  氏  

南 部 町 立 図 書 館 応 援 団 な ん ぶ ら り ー （ 南 部 町 ）  
毎 川  秀 巳  氏  ※レジュメはありません 
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図
書
館
を
み
ん
な
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に

～
友
の
会
再
結
成
か
ら
１
年
～

鳥
取
県
図
書
館
大
会

2
0
2
6
.7

.3
0
  
  
 日
野
町
図
書
館
友
の
会

鳥
取
県
日
野
郡
日
野
町

山
口

広
島島
根

岡
山

鳥
取

日
野
町
の
現
在

２
０
2
6
年
4
月

人
口
：
2
，
5
3
0
人

高
齢
化
率
：
約
5
4
％

２
０
４
０
年
は

１
，
７
３
１
人
？

1
9
9
5
年
図
書
館
開
館
当
初

(3
1
年
前
)

人
口
：
４
，
９
２
０
人

高
齢
化
率
：
約
2
9
％

い
ま
ま
で
の
図
書
館
友
の
会

1
9

9
5
～

2
0

1
5
頃
ま
で

第
1
期

第
1
期

図
書
館
友
の
会

＊
図
書
館
ま
つ
り
の
計
画
・
参
画

・
木
の
お
も
ち
ゃ
作
り
・
パ
ソ
コ
ン
困
り
ご
と
相
談

手
作
り
教
室
・
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

＊
図
書
整
理
・
環
境
整
備
の
手
伝
い

・
古
本
市
の
準
備
・
庭
木
の
剪
定
な
ど

⇒
自
主
的
に
集
ま
る
と
い
う
よ
り
図
書
館
が
声
を
か
け
て

会
長
は
、
初
代
館
長
各
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

図
書
館
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
い
ろ
い
ろ

・
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
・
お
は
な
し
く
れ
よ
ん

・
朝
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ

・
親
子
で
ア
ー
ト
を
楽
し
む
会
「
お
ひ
さ
ま
」
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図
書
館
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
い
ろ
い
ろ

・
俳
句
教
室
・
あ
た
ま
イ
キ
イ
キ
音
読
教
室

・
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ

・
「
白
つ
つ
じ
の
会
」
生
田
長
江
顕
彰
会

・
夜
の
お
し
ゃ
べ
り
図
書
館

( 友
の
会

)

夜
の
お
し
ゃ
べ
り
図
書
館
で

地
方
創
生
の
ア
イ
デ
ア
募
集

(H
2

7
年
度

)

～
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
～

★
図
書
館
を
よ
り
魅
力
的
に
・
・
・
ぴ
の
カ
フ
ェ

★
潜
在
的
利
用
者
の
発
掘

ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
構
想
⇒
よ
ら
い
や
図
書
館
・
お
で
か
け
図
書
館

休
眠
状
態
に
な
っ
た
理
由
は

?

＊
い
ま
ま
で
の
成
り
立
ち

・
友
の
会
の
自
主
的
な
集
ま
り
と
い
う
よ
り

図
書
館
か
ら
声
を
か
け
て
集
ま
っ
て
も
ら
う

・
横
の
つ
な
が
り
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

・
コ
ロ
ナ
で
「
夜
の
お
し
ゃ
べ
り
図
書
館
」
も
休
止

・
み
ん
な
で
集
っ
て
図
書
館
の
こ
と
を
話
す
機
会
が
な
く
な
っ
た

「
図
書
館
が
好
き
」
「
図
書
館
を
も
っ
と
よ
く
し
た
い
」

い
う
同
じ
目
的
で
集
う
機
会
が
必
要

⇓
⇓

⇓

★
2

0
2

5
図
書
館
開
館

3
0
周
年
が
再
結
成
の
チ
ャ
ン
ス

2
0
2
4
年

1
1
月

発
起
人

4
人
で
呼
び
か
け
チ
ラ
シ
作
成

＊
図
書
館
友
の
会
の
組
織
化
～
同
じ
目
的
を
持
つ
仲
間
づ
く
り
～

ま
ず
は
、
気
軽
に
集
う
場
づ
く
り
か
ら

・
無
理
の
な
い
ゆ
る
～
く
つ
な
が
る
友
の
会

・
広
く
他
の
図
書
館
友
の
会
の
よ
い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と

・
提
言
も
で
き
る
組
織
に

2
0
2
5
年

3
月

第
１
回
図
書
館
友
の
会
開
催

会
員

2
0
名

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
日
野
町
図
書
館
の
い
い
と
こ
ろ

②
も
っ
と
図
書
館
に
来
て
も
ら
う
に
は

③
開
館

3
0
周
年
に
や
っ
て
み
た
い
こ
と

2
0
2
5
年

4
月

第
2
回
図
書
館
友
の
会
開
催

・
3
0
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
決
定

2
0
2
5
年

5
月

第
3
回
図
書
館
友
の
会
開
催

・
3
0
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
準
備

第
２
期
図
書
館
友
の
会
発
足
へ
・
・
・

～
開
館

3
0
周
年
を
み
ん
な
で
祝
お
う
～
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日
野
町
図
書
館
友
の
会
と
は

?

＊
趣
旨
＊

•日
野
町
図
書
館
を
多
く
の
人
が
心
地
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
個
人
・
各

グ
ル
ー
プ
が
ゆ
る
く
連
携
し
、
つ
な
が
り
あ
い
協
力
し
て
、
応
援
し
て
い
こ

う
と
い
う
会
で
す
。

•子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
図
書
館
を
応
援
し
た
い
人
は
だ
れ
で
も
会
員
に

な
れ
ま
す
。
会
費
は
無
料
。

＊
主
な
活
動
＊
～
参
加
は
自
由
で
す
～

•図
書
館
ま
つ
り
等
イ
ベ
ン
ト
の
協
力
・
図
書
館
中
庭
な
ど
の
環
境
整
備

•ぴ
の
カ
フ
ェ
の
運
営
・
図
書
館
視
察
、
他
の
図
書
館
友
の
会
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
図
書
館
な
ど
の
視
察

•古
本
市
・
お
し
ゃ
べ
り
図
書
館
・
お
は
な
し
会
な
ど
本
や
人
と
の
出
会
い

の
場
づ
く
り

◎
ま
ず
は
、
み
ん
な
で

3
0
周
年
の
お
祝
い
を
し
よ
う

!!

『
恵
⽐
寿
さ
ん
と
⼤
⿊
さ
ん
』

鳥
取
荒
神
神
楽
研
究
会

＊
「
⻘
パ
パ
イ
ヤ
⼊
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
と
フ
ロ
ラ
ン
タ
ン
」

プ
レ
ゼ
ン
ト

（
図
書
館
友
の
会
特
製
）

記
念
講
演
＆
座
談
会
「
支
え
合
う
図
書
館
」

鳥
取
県
立
図
書
館

小
林
隆
志
さ
ん
・
高
橋
真
太
郎
さ
ん

＊
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
に
つ
い
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
み
ん
な
で
話
そ
う

(挽
き
た
て
コ
ー
ヒ
ー
10
0円

）
★
期
間
中

「
日
野
町
図
書
館
の
あ
ゆ
み
展
」
展
示
コ
ー
ナ
ー

ぴ
の
カ
フ
ェ

古
本
市

6月
21

日
図
書
館
友
の
会
一
日
企
画

「
は
た
ら
く
く
る
ま
」
「
夜
の
お
し
ゃ
べ
り
図
書
館
」
ほ
か

★
7月

29
日

⻑
⾕
川
義
史
さ
ん
の
絵
本
ラ
イ
ブ

主
催

日
野
町
図
書
館

図
書
館
友
の
会

★
本
を
借
り
て
「
30
周
年
記
念
バ
ッ
グ
」
を
も
ら
お
う
!（

先
着
25
0人

）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

６
月
１
日
（日
）

ご
ご
２
時
～

開
館

3
0
周
年
イ
ベ
ン
ト

開
館

3
0
周
年
「
図
書
館
ま
つ
り
」

6
/1
～

3
0

図
書
館
と
友
の
会
共
催

〇
事
前
準
備

•
お
祝
い
の
お
菓
子
づ
く
り

(青
パ
パ
イ
ヤ
入
り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
と
フ
ロ
ラ
ン
タ
ン

)

•
館
内
の
飾
り
つ
け

(旗
ガ
ー
ラ
ン
ド
・
習
字
「
３
０
周
年
お
め
で
と
う
」
)

•
中
庭
な
ど
環
境
整
備
・
カ
フ
ェ
（
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

•
1
箱
古
本
市
の
準
備

開
館

3
0
周
年
「
図
書
館
ま
つ
り
」

6
/1

 オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

・
荒
神
神
楽
「
恵
比
寿
さ
ん
と
大
黒
さ
ん
」
福
の
種
ま
き

・
県
立
図
書
館
小
林
さ
ん
高
橋
さ
ん
の
お
話
「
支
え
合
う
図
書
館
」

・
図
書
館

3
0
年
の
あ
ゆ
み
展
・
3
0
周
年
記
念
の
図
書
館
バ
ッ
グ

・
自
分
史
講
座
・
絵
本
作
家
長
谷
川
義
史
さ
ん
の
絵
本
ラ
イ
ブ

＊
古
本
市
・
カ
フ
ェ
期
間
中
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開
館

3
0
周
年
「
図
書
館
ま
つ
り
」

6
月

2
1
日
は
友
の
会
主
催
の
一
日
企
画

＊
図
書
館
お
は
な
し
会
お
は
な
し
く
れ
よ
ん

＊
は
た
ら
く
く
る
ま
黒
坂
警
察
署
か
ら
パ
ト
カ
ー
と
制
服

＊
夜
の
お
し
ゃ
べ
り
図
書
館
作
家
を
囲
ん
で
読
書
会
松
本
薫
さ
ん

★
期
間
中

古
本
市

ぴ
の
カ
フ
ェ

2
0
2
5
 1

1
/5
～

2
9
 秋
の
イ
ベ
ン
ト

•
1
1
月

2
2
日
「
お
し
ゃ
べ
り
図
書
館
」

★
宮
田
明
の
ほ
ろ
よ
い
読
書

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
読
書
が
好
き
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
読
み

読
書
日
記
を
書
い
て
い
る
宮
田
さ
ん
。
数
年
前
か
ら
ブ
ロ
グ
で

本
の
雰
囲
気
に
あ
わ
せ
て
お
酒
を
選
び
、
あ
ら
す
じ
と
一
緒
に

投
稿
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
。

★
2

0
2
5
 わ
た
し
の
ベ
ス
ト
本

参
加
者
の
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し
合
う
コ
ー
ナ
ー
。

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
に
出
会
え
て
好
評
だ
っ
た
。

＊
企
画
中
、
春
に
続
き
、
古
本
市
も
開
催
。

一
冊

1
0
0
円

4
,6

0
0
円
の
売
り
上
げ

＊
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
中
庭
の
花
の
植
え
替
え
も
実
施

友
の
会
の
こ
れ
か
ら

【
現
在
の
状
況
】
現
在
の
会
員
数

4
0
人

〇
通
信
の
発
行
〇
ぴ
の
カ
フ
ェ
運
営
〇
中
庭
の
花
植
え

〇
会
費

無
料

(カ
ン
パ
有

)
コ
ー
ヒ
ー
売
上
、
古
本
市
収
益

【
今
後
の
活
動
】

〇
偶
数
月
の
第

1
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
に
定
例
会

〇
「
お
し
ゃ
べ
り
図
書
館
」
開
催
、
古
本
市
、
図
書
館
視
察
等

ホ
ー
ル
と
図
書
館
複
合
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
も
生
か
し
て

職
員
体
制
は
し
っ
か
り
と
、
車
の
両
輪
の
ご
と
く

＊
図
書
館
が
好
き
な
仲
間
づ
く
り
～
次
の
世
代
へ
～

・
図
書
館
の
主
人
公
は
住
民

図
書
館
は
民
主
主
義
の
砦

高
齢
化
・
人
口
減
の
危
機
・
・
・
図
書
館
の
危
機

8
月

2
日

(日
)
山
陰
夏
の
本
ま
つ
り
開
催

•
山
陰
各
地
の
古
本
屋
さ
ん

1
4
店
舗
が
勢
ぞ
ろ
い

・
古
本

(一
部
新
刊
も
あ
り

)と
の

一
期
一
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
出
店
】

・
ピ
ザ
な
ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

・
地
元
の
山
菜
お
こ
わ

・
町
の
土
産
物

・
か
き
氷
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

＊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

＊
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う

魚
釣
り
コ
ー
ナ
ー

◆
主
催
日
野
町
図
書
館
友
の
会
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江府町図書館友の会とものかいだより No.57 

賑やかカフェの窓辺から 

奥大山ブックレビュー〈5 月 23 日〉紹介本 
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＊次回の定例イベントは、6 月 13 日（土）開催です＊ 

江府町図書館協議会に出席して 

「憩いの場」としての図書館 

- 35 -- 35 -



 

主 催 江府町図書館友の会 

共 催 江府町立図書館 

日 時 ２０２６年７月１６日（木） 午後１時～３時 

会 場 愛ベルこうふ（江府町防災・情報センター） １階 自主防災室 

講 師 森 哲也さん 《汽水空港店主、湯梨浜町議会議員（２０２５年～）》 

インタビュアー 前川 仁三夫 《江府町図書館友の会 世話人代表》 

小さな町の図書館の役割 

 

「汽水空港」って本屋さん、 

知っちょる？ 定員 

１５名 
参加 

申込制 
参加 

無料 

 

お申し込み先 

電話１ ： ０８５９-７５-２００５ （江府町立図書館／月・第４木 休館） 

電話２ ： ０８０-４０２３-８３２９ （江府町図書館友の会 代表） 

ＱＲコード ： 参加申し込み用フォーム 
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202６.7.1 発行 

 

 

 

 

 

大阪へ出かける予定があり根雨駅へチケットを買いに行ったが、駅員さんが居なくなり「みど

りの窓口」が自動販売機になっていて困ってしまった。なので後日、米子駅で駅員さんに親切に

してもらい購入できた。 

6 月 20 日の日本海新聞に次のような見出しを見つけた。「町づくりに駅舎をどう活用」松崎

駅で社会実験とあり読んでみると、7月 16日の友

の会研修に講師として来ていただく森さん（汽水空

港店主）が関わっているので驚いた。記事によれば

JR 西日本は施設更新コスト削減のため、無人駅を

対象に駅簡素化の検討を進めている、とのことだ

った。あぁ！根雨駅もそういう流れの中にあるの

かとがっかりした。（元・賑やかカフェ店主） 

 

 

『和のなるほど図鑑』 みっけ （インプレス） 

デザイナーのみっけさんの図鑑シリーズ「和のなるほど図鑑」という本で

す。日本語が大好きな作者のかたが、古くて新しい言葉を綺麗なイラスト

と共に集めた優しい図鑑です。おぼろげに知っていたけど、深い意味まで

知る事のなかったものの名前ひとつひとつが、四季折々の風景と共に美し

く散りばめられています。何回見てもその都度新しい発見があり、とても

楽しい図鑑です。 

 

『自治体は何のためにあるのか』 今井 照 (岩波新書) 

 2000 年に施行された地方分権一括法によって国と地方の関係が

これまでの「上下、主従」から「対等、協力」へと見直された。ところがそ

の後の実態は中央集権に回帰しているのではと著者は言う。 

「地方創生」の名のもとに、国は次々に事業の例示をして自治体に計画

策定を求める。それを国が認めてお金を出すようになってきた。つま

り、地域の生活や地域社会で起こる課題から計画を立てるのではな

く、国の例示に合わせて計画策定をする構造に問題があると指摘す

る。 

表題の答えは「今日と同じように明日も暮らし続けられることを市民に

補償する」と著者は明快に答える。多くの人に読んでもらいたい書であ

る。 

江府町図書館友の会とものかいだより No.58 

賑やかカフェの窓辺から 

奥大山ブックレビュー〈6 月 13 日〉 紹介本 
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『つながり続けるこども食堂』 湯浅 誠 （中央公論社） 

 だれがやってもいい。だれが行ってもいい。どこではじめてもいい。

どんな形だっていい。おいしくてたのしくて。いつもだれかがそこに

いて。ヒナタにいるみたいにふしぎと元気がわいてくる。そんな居場

所がある幸せを全力であたりまえにしていこう。そんなやさしい未来

をつくれたら、毎日はもっとステキになると思う。（NPO 法人全国こ

ども食堂支援センター・むすびえ HP より） 

 今、こども食堂が全国各地に広がってきています。江府町にもあっ

たらいいなぁ♪子どもを中心に大きな家族のように多世代が集う居

場所、始めてみませんか？ 

 

『自作 DIY で 1200 日の車中泊 軽バン生活』 軽バン生活 （玄光社） 

キャンピングカーや軽バンでの日本一周に憧れるすべての人へ贈

る、最強の車中泊実用書です！ 本書は、コロナ禍で留学が中止にな

り「これからどうしよう」という窮地から、移住先探しを兼ねた日本一

周の旅を始めた著者二人のリアルなノウハウが詰まった一冊。突然の

ピンチを前向きな挑戦に変え、未来を切り開いていく姿に「私もこん

な二人みたいになれたら素敵だろうな」と心から憧れてしまいます。

最大の読みどころは、もともと 38 万円で購入した中古の商用軽バ

ンを、住みやすさを最大限に考えて木目調に仕上げる「自作 DIY」の

全手順。DIY の順序や工夫のすべてが解説されており、初心者でも

挑戦したくなるアイデアが満載です。さらに、実際の暮らし方、気になるお金のこと、大正解だっ

た神アイテムなど、バンライフを始めるための現実的な情報が網羅されています。旅の観光スポ

ット、銭湯、グルメに加え、車内で手軽に作れる「車中飯」のレシピまで徹底解説。ノウハウだけで

なく、一歩踏み出す勇気ももらえる、これから車中泊や車旅を始めたい人に 100%役立つ実践

ガイドブックです。 

 

『プラハの春』 春江一也 （集英社） 

 ご記憶の方もおられると思いますが 1968 年「プラハの春」とい

う言葉に心揺さぶられた一人だった。現代の強国の暴力による支配

が広がっているが、今、この本を手に取って読み始めている。著者は

日本政府の外交官で外交や権力闘争を間近に見てこの本を書かれ

たと思う。フィクションとノンフィクションが入り混じっていて冷戦の

時代状況を色濃く表している。そのあたりも面白いが、その中にロマ

ンスがちりばめられており、またこれがドキドキ・ハラハラする。まだ

半分しか読めていなくて、これからソビエト連邦を中心としたワルシ

ャワ条約機構軍の軍事介入でプラハが蹂躙されることになり腹立た

しく、読み続けるのが心苦しい。と同時に、それ以上にロマンスの行方が気になってしかたがな

い私だ。 
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私が協議会委員となったのは 2017 年のことだった。公募があり、応募して委員になり 9 年

目になる。協議会で当時、江府町立図書館は鳥取県一番というのが沢山あることを聞いた。資

料代（購入書籍など）が少ない。職員が少ない。カウンターには一人しかいなかった。ただ教育委

員会事務所も同じ建物にあり月曜日から金曜日までまったく一人というわけではなかったが、

といって司書の仕事をするわけではなかった。土日になるとまったく司書一人であった。休館日

は年末年始だけという開館日数鳥取県一番だった。協議会で実情を聞いた私は、司書一人での

勤務時間の土日のいずれかにカフェを

するのはどうかと提案した。そして図

書館協議会と図書館の了解を得てはじ

めることになった。 

お客さんが無ければゆっくり読書を

すればいいやぐらいに考えていたが、

数名の常連さんもでき移住者にとって

大事な江府町情報を教えてもらえる場

になったのはありがたいことだった。 

（江府町図書館友の会・世話人代表 

前川二三夫） 

 

 

 図書館の児童文学コーナーが、「ブラリ―スペース」という愛称を得て生まれ変わりました。

カーペットが敷かれ、大きなクッションが置かれ、靴を脱いでのんびりくつろぐことができます。

児童文学の棚があることは変わりがないので「子ども

のための空間」という印象ですが、平日の放課後以外

は利用者が少ない場所。空いているときには、おとな

も気兼ねなく足を伸ばせる穴場かもしれません。 

天井を夜空のように飾っている月の写真は、鳥取県

内から撮影されたものだそう。テーブルがないのでコ

ーヒーの持ち込みはできませんが、すてきな空間です

ので、ぜひ覗いてみてください。 

 

 

〔奥大山ブックレビュー〕 

 読んだ本を 1 冊 7 分で紹介する会です。誰でも自由にご参加ください。 

 ［時間］ 午後 1 時 30 分から   ［場所］ 図書館 １階テーブル 

〔めぐる古本〕 

 あなたから、だれかへ。誰かに読んでほしい本を集めた、1 コイン古本市です。 

 ［日時］ ブックレビュー開催日の午前 10 時～午後 3 時   ［場所］ 図書館カウンター前 

＊次回の定例イベントは、7 月 18 日（土）開催です＊ 

江府町図書館協議会に出席して（２） 

「憩いの場」としての図書館（２） 
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